
付1　山王地内出土の地蔵菩薩立像について

　　　　　　　　　　　　　　　　今年度の発掘調査地内E区（2780番地）より，昭和34
　ド1・→　　　113・51　年頃発見されたと伝えられる地蔵菩薩立像を実見する機
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　　　　　　　　　　　　　　　が深く，耳は長く奥行深く作られ，ボリュームをもって

いる。身にまとう衣は厚目に表現され，衣雛を省略して凹凸のみで処理されているため，衣紋の偲

性は感じられない。　しかし反面背面にも衣鐵の凹凸が見られ，右手，左手に垂れる衣の縁取りは小

さいながらもダイナミックなリズムをもつ。

　台座は軸をはさんで上下に円形の座を作り，権を置くことによって蓮弁の表現を省略している。

台座に蓮弁が施されない例として，高崎市竜光寺の菩薩像（奈良時代）をあげることができるが，

古い時期の蓮弁表現をもたない台座の特徴として，上下の座の径の差が比較的少ないことが指摘さ

れる。また，手印で見られる限り，義軌上の印相とは異なっており，忍刀印の表現から顕密的要素

が濃厚に入っていることが窺われ，古典的な印相ともいえる表現方法をとっている。

　以上のことから本像の製作を藤原時代中期と推定する。根拠として①衣文に翻波式が見られない

こと，②面相は貞観期の特徴をもつこと，③尊像のずんぐりしたボリューム観は貞観期末から藤原

前期の特色であること，④衣搬の動的な表現は藤原時代中期の天部像に顕著であることがあげられ

る○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また，尊像は念持仏として祀られていたも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のと思われ，早期の地蔵信仰を物語る貴重な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遺品である。　（総社町総社2412　都丸甲子郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏所蔵）’
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部　　位 法　　量 降位 法　　量

面上張 8．8 足　　幅 9．8

面下張 8．1 胸　　奥 12．3

肩　　張 18．0 腹　　奥 13．4

肘　　張 22．4 裾　　奥 10．8

袖下張 20．0 総　　奥 16．8

裾　　張 16．4 敷茄子丈 5．1

表細部計測値（単位伽）
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